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図１ AI による人の発見 図２ 伝送システム実証試験の様子 
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近年多発する自然災害では、被災地にお

いて土地や家屋の被害状況を迅速に確認す

ることが重要です。この場合、被災地に容

易に近づけないことからこれらの状況を遠

隔地から把握する必要があります。 

ました。○○○○○○

      

ロボットビジョン技術（AI、三次元構造

復元）と５Ｇ通信技術を市販ドローンに組

み込み、簡易型災害対応ドローンの実演シ

ステムを試作し、福島ロボットテストフィ

ールド（以下、RTF）で AI、三次元構造復

元、映像伝送に関する実証実験を行いまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドローン搭載のカメラで取得した画像か

ら、AI により家屋、道路、瓦礫に領域分け

し、人を発見した場合は警告音を鳴らして

知らせるシステムを開発しました。（図

１）また、５G通信でドローンの映像を遠

隔地に伝送し、伝送先から現場の状況を確

認しながらで操作の指示や、伝送先で AI

による領域検出ができることを確認しまし

た。（図２）さらに、本事業で実証した 3

つの要素技術（AI、三次元構造復元、映像

伝送）についてそれぞれハンズオン講習会

を開催し、県内企業に普及することができ

ました。 
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・「ロボットビジョン技術を搭載したドローン実演機の試作とＲＴＦでのフィールド
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